
 

 

 

 

 

英語科「単元：My Activity Report」 ３年２組での実践 

１ 本時の授業について 

○ 自分の考えをもつ手だて 

スピーチする内容を「①自分が取り組んだこと」「②したこ

と」「③みんなへのメッセージ」の３観点で考えさせたり、教

科書 P51「Word Room」を参考にさせたりすることで、即興スピ

ーチについての自分の考えをもてるようにしました。 

○ 仲間と対話をして考えを深める手だて 

グループでの発表で、分かったことや知りたいことをメモさ

せてアドバイスさせたり、他のグループの生徒のスピーチ原稿

に付箋紙でアドバイスを示すようにさせたりすることで、即興

スピーチについての考えを深めることができるようにしまし

た。 

２ 授業の様子 

スピーチする内容の３観点について、まずはキーワードを挙げ

させると、Word Roomを参考にして、また、英語が分からない場合

は日本語で書き出していました。その後、例文も参考にして、ス

ピーチについて自分の考えをもつことができました。 

グループでの発表では、主に分かったことをメモしていまし

た。アドバイスをする生徒もいました。他のグループを回ってス

ピーチ原稿に、付箋紙でアドバイスを示す活動では、付箋紙が

１、２枚貼られていました。その付箋紙の内容を見て、右の写真

のように、スピーチ原稿を見直すことができた生徒もいました。

付箋紙により視覚的にアドバイスを受けることにより、考えを深めることにつながりました。 

 

英語科「単元：Homestay in the United States」 ２年２組での実践 

１ 本時の授業について 

○ 自分の考えをもつ手だて 

教科書の例文や学習カードに掲載した「Tool Box」を参考にすることにより、家のルールを伝えるための文

章についての自分の考えをもてるようにしました。 

○ 仲間と対話をして考えを深める手だて 

グループでの発表を通して、分からない表現を友達

から教えてもらったり、友達の発表を参考にしたりし

て、家のルールを伝えるための文章についての考えを

深めることができるようにしました。 

２ 授業の様子 

教科書の例文や学習カードに掲載された「Tool Box」

を確認した後、家のルールを伝えるための文章を考えさ

せると、それらを参考に自分の考えをもつことができま

した。多くの生徒が must を用いることができました。

しかし、must notを用いることができない生徒が何人か

いました。 

グループでの発表では、右の学習カード例のように、

友達の発表から参考になった表現を書き留めていまし

た。そして、自分の表現に生かして考えを深める生徒も

いました。また、表現仕方が分からず、発表時に友達に

教えてもらうことによって、考えを深めることにつなが

った生徒もいました。 

学校教育の努力点について（９月の実践） 

テーマ 互いに認め合い 学びを深めよう 

考えが見直された学習プリント例 

キーワードを記入 

スピーチ原稿を記入 

付け加えた１文 

記入された学習カード例 

教科書の例文や「Tool Box」

を参考に記入 

友達の発表から参考に

なった表現を記入 



保健体育科「単元：走り幅跳び」 ２年１・２組（女子）での実践 

１ 本時の授業について 

○ 自分の考えをもつ手だて 

走り幅跳びをしている姿を動画で撮り、前時の動画と比較し

て、学習した走り幅跳びの跳び方のポイントから、課題について

の自分の考えをもてるようにしました。 

２ 授業の様子 

前時の取組から、どの跳び方のポイ

ントを課題とするのか選ぶようにし

て、右の写真のように練習しました。

練習中、「今の３歩のリズムはよかっ

たよ」「うまく跳べたね」と、声を掛

けている生徒もいました。 

練習後、タブレットＰＣのカメラ機

能で動画を撮影し合いました。そし

て、前時に撮影した動画と比較をし

て、跳び方の違いを考えました。生徒

は、動き方の変容や跳んだ感触を振り

返って、右のように次の課題を見付け

ることができた生徒が多くいました。 

 

数学科「単元：関数ｙ＝ａｘ²（いろいろな関数）」 ３年１組での実践 

１ 本時の授業について 

○ 自分の考えをもつ手だて 

右のようにデジタル教科書の水を入れていく様子を示すことによっ

て、時間と水面の高さの変化の特徴を視覚的に捉えやすくし、グラフ

の特徴と関連付けて自分の考えをもてるようにしました。 

○ 仲間と対話をして考えを深める手だて 

４人の小グループで、右の㋐～㋓のどのグラフになるのか、また

は、正解となるグラフ以外のグラフになる水槽について、検討するこ

とによって、時間と水面の高さの変化の特徴をグラフの特徴と関連付

けて考えを深めることができるようにしました。 

２ 授業の様子 

デジタル教科書の水を入れていく様子を示すと、底が階段状になって

いるため、次の段に水面が到達すると底面積が広がり、それによって、

水面の高さが緩やかに上昇していく様子がよく分かりました。そして、

どのグラフになるのかを予想させると、㋓のグラフを選ぶ生徒が多く、

自分の考えをもつことができました。 

小グループでの話合いでは、段による底面積の広がりと、それによる

水面の上昇の仕方の変化に着目して、どのグラフになるのかを確認して

いました。その後の発表においても、適切に説明をすることができまし

た。そして、グラフの傾きが緩やかになっていくことを、教師が押さえました。 

㋒や㋑のグラフになる水槽

を考えさせると、小グループ

で話し合い、右の写真のよう

に黒板に図を描いて説明する

ことができ、時間と水面の高

さの変化の特徴をグラフの特

徴と関連付けて考えを深める

ことができました。 

この実践では、４人の小グ

ループの話合いよる考えの深

まりが明らかになりました。 

課題による練習の方法 

ゴムを張って、やや高め
に跳ぶことを意識する。 踏み切りの３歩手前に印を置

いて３歩のリズムを意識する。 

生徒の記述例 

○ 助走の歩数も安定してきた。力強く高く前に跳ぶことができた。次は足をしっ

かり前に伸ばして着地できるように着地の練習をする。 

○ 助走が長くて３歩のリズムが合わなかったけれど、５０㎝ずつ短くしたら２１

ｍのところでうまく跳ぶことができた。次は、空中姿勢を課題にしようと思う。 

映像で３方向から水を入れてい

く様子を見ることができる。 

上の方が狭くなっていく水槽 一定の時間にたまった水が 

水槽に入る仕組み 

跳び方のポイント 

○ 助走：１５歩の助走のスタート位置、踏み

切り前の３歩のリズム「タン・タ・ターン」 

○ 空中姿勢：踏み切った後の膝の引き上げ 

○ 着地：前に出して、そろえた両足 


